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職
業
開
拓
校
校
長
）
の
お
話
を
報

告
し
ま
す
。
名
古
屋
に
お
い
て
三

十
八
年
の
運
動
で
作
り
上
げ
た
総

合
的
事
業
と
分
配
制
度
「
わ
っ
ぱ

の
会
」
の
話
で
す
。
 

 
共
同
生
活
体
の
共
同
作
業
所
か

ら
、
共
に
働
き
、
経
済
的
に
自
立

す
る
共
働
作
業
所
を
実
現
。
更
に

就
労
援
助
セ
ン
タ
ー
を
生
み
、
名

古
屋
職
業
開
拓
校
開
設
へ
と
結
実
。

生
活
援
助
機
関
と
共
に
生
活
、
労

働
を
結
ぶ
総
合
的
な
事
業
展
開
が

す
す
め
ら
れ
た
。
 

 
わ
っ
ぱ
の
会
の
最
大
の
特
徴
は

分
配
制
度
で
、
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
現
在
一
七
〇
名
余
の

会
員
す
べ
て
の
人
が
、
ど
ん
な
仕

事
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
共
通
の

制
度
の
中
に
あ
る
。
基
本
分
配
金

は
十
二
万
二
千
円
余
で
自
立
、
住

宅
、
育
児
、
教
育
、
扶
養
な
ど
の

生
活
加
算
金
も
あ
る
。
一
切
、
能

力
評
価
を
行
わ
ず
、
年
金
受
給
者

は
併
せ
て
同
額
に
な
る
。
 

 
基
本
は
自
発
的
な
労
働
参
加
に

あ
る
と
い
っ
て
も
、
長
時
間
労
働

や
労
働
内
容
、
密
度
の
軽
重
な
ど

何
ら
か
の
評
価
は
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
し
、
分
配
金
原
資
を

生
み
出
す
力
量
の
問
題
、
仕
事
の

保
障
や
資
金
の
援
助
な
ど
今
後
の

課
題
も
語
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

す
ご
い
事
業
を
地
域
で
、
三
十
八

年
と
い
う
長
年
の
運
動
で
設
立
さ

れ
た
こ
と
に
感
嘆
し
ま
し
た
。
 

 
今
年
の
全
国
大
会
は
近
県
で
開

催
さ
れ
、
初
め
て
の
参
加
で
し
た

が
、
日
常
の
大
会
と
違
う
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
育
成
会
会
員
の
熱
気

も
伝
わ
っ
て
い
い
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
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第
三
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会
 
 

む
す
び
あ
い
（
日
中
活
動
 

･余
暇
支
援
）
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加
し
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大
正
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ず
 
 

田
頭
 
仁
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私
は
、
第
三
分
科
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
基
調
講
演
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
福
祉
企
画
官
の
鈴
木
健

一
様
か
ら
次
の
五
点
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
 

・
障
害
者
自
立
支
援
法
が
廃
止
に

な
り
、
総
合
福
祉
法
に
な
っ
て
も

利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る
方
向
で

取
り
組
む
。
 

・
｢制

度
の
谷
間
」
が
な
い
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

発
達
障
害
や
高
次
脳
障
害
が
法
の

対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
化

す
る
と
と
も
に
、
難
病
等
へ
の
支

援
を
ど
の
よ
う
な
制
度
体
系
で
行

う
か
は
今
後
更
に
検
討
す
る
こ
と

と
さ
れ
る
。
 

・
廃
案
と
な
っ
た
自
立
支
援
法
の

一
部
改
正
案
に
お
い
て
は
、
自
立

支
援
協
議
会
を
法
律
上
明
記
す
る

と
と
も
に
、
市
町
村
・
都
道
府
県

は
、障

害
福
祉
計
画
策
定
の
際
に
、

予
め
自
立
支
援
協
議
会
の
意
見
を

聴
く
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

た
。
こ
れ
は
今
後
も
引
き
続
き
取

り
組
む
。
ま
た
、
公
営
住
宅
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と
協
議

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
進
め
て

い
く
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
家
賃
助
成
や
所
得
保
障
等
を
引

き
続
き
や
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
 

・
報
酬
単
価
の
日
払
い
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用

で
き
る
。
月
払
い
日
払
い
の
議
論

が
民
主
党
政
権
で
始
ま
れ
ば
、
皆

さ
ん
方
の
代
表
に
も
そ
の
議
論
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
進
め
て
行

き
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

す
る
。
 

・
施
設
の
昼
夜
分
離
の
考
え
方
に

つ
い
て
…
日
中
活
動
で
地
域
の
人

た
ち
（
障
害
の
あ
る
人
）
が
利
用

す
る
こ
と
で
施
設
の
方
も
地
域
に

開
か
れ
た
施
設
に
な
る
。
自
立
支

援
法
が
廃
案
に
な
り
、
総
合
福
祉

法
に
な
っ
て
も
新
し
く
仕
組
み
を

作
る
。
今
の
新
体
系
と
大
き
く
変

わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
区
分
認
定
に
つ
い
て
は
、

民
主
党
の
ほ
う
で
新
た
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
。
 

基
調
講
演
は
以
上
の
よ
う
な
内

容
で
し
た
。
 

 
午
後
は
、基

調
講
演
を
受
け
て
、

日
中
活
動
や
余
暇
支
援
の
悩
み
が

具
体
的
に
、
次
の
よ
う
な
意
見
交

換
が
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
育
成
会
の
親
は
子
ど
も
を
離
し

た
が
ら
な
い
、
と
パ
ネ
リ
ス
ト
の

一
人
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
る
形
で
長
野
県
か
ら

会
員
の
増
員
と
若
返
り
に
成
功
し

た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
先
ず
、
療
育
キ
ャ
ン
プ
を
本
来

の
形
に
も
ど
す
努
力
を
し
た
こ
と
。 

 
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
を
就
学
前
の

幼
児
、
学
齢
期
の
人
に
限
定
し
、

会
員
以
外
の
方
々
も
対
象
に
し
た

こ
と
。
 

一
、
 近

く
の

大
学

に
学

生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
要
請
（
大
学

側
は
快
く
承
諾
）。

 

二
、
 キ
ャ

ン
プ

実
施

二
ヶ
月
前

か
ら
本
人
、
学
生
と
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
の
組
み
合
わ
せ
を
し
た
。
そ
の

中
で
相
性
が
う
ま
く
い
か
な
い
本

人
、
学
生
に
つ
い
て
は
組
み
合
わ

せ
を
見
直
し
な
が
ら
、
二
ヶ
月
間

に
わ
た
り
、
学
生
と
本
人
の
会
う

機
会
を
何
回
か
設
け
た
。
 

三
、
 お
互

い
が
慣

れ
親

し
ん

だ

と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。
 

四
、
 キ
ャ
ン
プ
実
施
当
日
、
親
は

関
わ
ら
な
か
っ
た
。（
と
て
も
う
ま
 


